
雲仙岳と教育
●学校の校歌に登場する雲仙岳

学校の校歌には、生徒に郷土の自然の魅力を伝え、その雄大さや美しさを精神的な成長目標として掲げる、という側面があります。
吉岡庭二郎氏（元島原市長）の調査をきっかけに、島原半島内の全小中学校の校歌を調査した結果、以下の通りでした。

・全52小学校のうち46校、全20中学校のうち19校の校歌に雲仙岳を意味する文言が登場。
・３市の小学校の内訳： 島原市…９校中９校、雲仙市…20校中19校、南島原市…23校中18校
・地域によって、眉山や吾妻岳、高岩山、富津岳が登場。
・全52小学校のうち51校、全20中学校のうち19校の校歌に有明海や橘湾を意味する文言が登場。

雲仙市の比率の高さはもちろんですが、島原市は100％、南島原市は78％と予想以上に高く、学校教育において雲仙岳、そして海と
山が織り成す水陸の景観美が重要視されてきた実態が明らかとなりました。

さらに調査を進めたところ、長崎県内の長崎市、諫早市、佐賀県の白石町、福岡県の柳川市、大牟田市、熊本県の荒尾市、長洲町、
玉名市、熊本市、八代市、宇土市、天草市等の小中学校の校歌にも登場し、対岸各地域の“故郷の風景”となっていることが判明
しました。

島原市の例

●第一小学校
前に筑紫の海清らかに
後に温泉（みゆ）の山高く立ち・・・

●第三小学校
・・・よばばこたえん眉山の尊き姿・・・
しらぬ火燃ゆる有明の海を・・・

●高野小学校
雲仙のたかねは晴れて清らかに・・・
有明の沖のかもめのあいよりて・・・
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雲仙市の例

●多比良小学校
白雲あそぶ雲仙岳 碧波よする有明潟・・・

●大塚小学校
吾妻岳なだらにはせてみはるかす・・・
有明の朝日を浴びて遠浅の・・・

●雲仙小学校
あした普賢の雲にみて・・・
夕べ麓の海のぞみ・・・

●南串第一小学校
・・・雲仙の裾ひろがりて
千々石の海は青く澄む・・・

南島原市の例

●大野木場小学校
・・・有明の海 潮は満ちて・・・
・・・理想は高く 普賢の嶺・・・

●龍石小学校
朝日輝く雲仙岳の・・・
白雲うつる有明海の・・・
真澄みに光る高岩山の・・・

●野田小学校
仰ぐ雲仙 山紫に・・・
雲か山かの天草灘に・・・
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